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その他のパラメータについて平成 16年版報告書の値を踏襲した。以下にパラ
メータ一覧を示す。

表 4.2-1 計算パラメータ一覧

パラメータ 今回の値 以前の値 変更理由 平成 16年度版での
設定根拠

メッシュサ

イズ

20m 200m 詳細な地形及び大

規模な構造物を再

現可能

当時の計算性能に

依存

火口直径 100m 200m 実績火口より設定 メッシュサイズと

合わせた

溶岩温度 1,200℃ － 他火山の実績より

噴出総量

小規模

中規模

大規模

2,000万m3

2億m3

13億m3

2,000万m3

2億m3

7億m3

－

－

貞観溶岩の規模見

直し

富士山の溶岩噴出

量と発生頻度より

区分

噴出レート

小規模

中規模

大規模

100m3/s
200m3/s
300m3/s

100m3/s
100m3/s
200m3/s

－

小と大の中間値

貞観溶岩の規模見

直しに伴い

他火山の実績より

他火山の実績より

貞観溶岩の噴出期

間から逆算

溶岩密度 2,500kg/m3 － 既往研究と他火山

の実績より

粘性係数 log10η=23.61-0.0181T － 1951 年伊豆大島噴
火実績より降伏応力 log10ΤY=14.67-0.0089T －

冷却効率 0.1 0.024
メッシュサイズ変

更に伴い、再度再現

計算実施

再現計算結果より
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